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第70期  株主通信

株主メモ

事 業 年 度 毎年4月1日から翌年3月31日までの1年
配当金受領株主 期末配当金 3月31日 
確定日 中間配当金 9月30日
株主名簿管理人  三井住友信託銀行株式会社 
事務取扱場所 証券代行部
お問い合わせ先 　　0120-782-031
 （受付時間 9:00～17:00 土日祝日を除く）
公 告 の 方 法   電子公告により行います。
 http://jp.idec.com/ja/aboutIDEC/ir/stockholder_info
 ただし、電子公告によることができない事故その他のやむを得
 ない事由が生じた場合は、 日本経済新聞に掲載します。

〒532-0004 大阪市淀川区西宮原2丁目6番64号 
TEL: 06-6398-2500（代表） http://jp.idec.com

第2四半期連結累計期間
（2016年4月1日～2016年9月30日）
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　また、昨今の為替環境の変動を踏まえ、下期の想定
レートを1米ドル110円から100円に見直したことなどに
より、通期予想を引き下げ、売上高410億円（前期比
5.7％減）、営業利益32億円（前期比0.7％増）、当期純利
益20億5千万円（前期比20.0％増）に修正しました。

　為替情勢など厳しい状況が続いておりますが、IDECグ
ループは全社一丸となって目標達成に向けて取り組んで
まいりますので、株主の皆さまにおかれましては、より一
層のご支援とご協力を賜りますようお願い申しあげます。

配当金の推移と配当性向

Shareholder Relations

ユニバーサルデザイン（UD）の
考え方に基づき、より多くの人に
見やすく読みまちがえにくいデザ
インの文字を採用しています。

　IDECでは、株主さまに対する安定的な配当の維持ならびに適
正な利益の還元を実施することを、経営の最重要施策の一つと認
識しています。こういった方針を踏まえ、当期の1株当たり中間配
当金は18円としております。
　今後も、株主の皆さまへの利益還元を重視したうえで、業績や
外部環境などの変化に対応した機動的な配当政策を実施してま
いります。

●株主さまの住所変更、買取・買増請求その他各種お手続きにつきましては、原則、口座を開設
されている口座管理機関(証券会社等)にお問い合わせください。

代表取締役会長兼社長

Top Message

　当第2四半期連結累計期間（上期）の売上高は、円高
によるマイナス影響が大きく、202億5千7百万円（前年
同期比6.5％減）となりました。
　営業利益は、一般管理費の削減などを進めたものの、
減収の影響から15億2百万円（前年同期比4.1％減）、四
半期純利益は為替差損の計上などにより8億9千1百万
円（前年同期比12.9％減）となりました。

株主の皆さまへ

使用許諾番号 No.00135

この製品の印刷における電気
の100%は、グリーン電力で
賄われています。

98,598,5
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安全および防爆関連製品は増加したものの、
円高の影響により全体としては減収となりました。

13,033百万円
地域別売上高
（上 期）

製品別売上高
（上 期）

制御機器製品制御機器製品 制御装置およびFAシステム製品制御装置およびFAシステム製品 制御用周辺機器製品制御用周辺機器製品 防爆・防災関連機器製品防爆・防災関連機器製品

安全関連製品の売上が
好調だったものの、制御用
操作スイッチなどの売上
は減少。 

自動認識機器製品は減少
したものの、プログラマ
ブルコントローラの売上
が増加。

スイッチング電源などの
売上が減少。

防爆形操作盤などの売上
が堅調に推移。 

パワーコンディショナは
伸長したものの、環境関連
事業全体としては減少。

その他の製品その他の製品

Topics

こんなところに

IDEC
上期業績ハイライト
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1,850
（予想）

760 870
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6,226

2017/3

5,800
（予想）

2,930 2,798

日 本

11,172百万円 3,000百万円 2,416百万円 870百万円 2,798百万円

2,488百万円
前年同期比

19.4％減

日本
64.3％

制御機器製品
55.2％

制御装置および
FAシステム製品
14.8％

制御用
周辺機器製品
11.9％

防爆・防災
関連機器製品
4.3％

その他の製品
13.8％

北米
12.3％

欧州
3.8％

アジア・パシフィック
19.3％北 米

1.7％減

774百万円
前年同期比欧 州

3,908百万円
前年同期比

8.5％減
アジア・パシフィック

21.2％減

人とロボットが安全に協働作業できるシステムが評価されました。

IDECの製品が「第7回ロボット大賞」を受賞！

コンビニ弁当の盛り付け作業を行う協調ロボットシステム

　IDECの「人‐ロボット協調安全用 スリーポジションイネーブル装置」が、
第7回ロボット大賞を受賞しました。
　IDECでは、ロボット操作における人の安全装置として、1997年からス
リーポジションイネーブル装置の技術開発と製品化を開始し、日本発での
国際規格づくりにも成功しました。発売以来、累計で250万台出荷してい
ますが、ロボット革命が提唱された2013年から需要が急速に伸び、直近
の3年間だけで約100万台出荷するなど、人・ロボット協調における重要
な安全装置として認識されています。

　IDECファクトリーソリューションズでは、人とともに働くことができ、安全
柵なしで設置可能な「協働ロボット」のシステムをご提供しています。今回、
「ざるそば」などのコンビニ向けチルド麺製品を製造する株式会社ニッセー
デリカ様に、ユニバーサルロボット社の協働ロボットを使用した、協調ロボッ
トシステムをご採用いただきました。
　食品業界では、慢性的な人手不足解消や品質確保、生産性向上などが長
年の課題となっています。今回ご採用いただいたチルド麺盛り付け工程で
は、今まで人の手で全ての作業を行っていましたが、協調ロボットシステム
を導入いただくことで、人の作業とロボットの作業を切り分け、人とロボット
が同じラインで協働しながら作業することができます。ロボットは移動でき
るため、状況に応じた柔軟な対応が可能となり、人手不足の解消や生産性
向上、コスト削減などの効果が期待できます。
　IDECファクトリーソリューションズでは、協
調安全ロボットテクニカルセンター(愛知県一
宮市)を開設し、協働ロボットのデモ展示や安
全セミナーなどを行っています。今後も、創業
以来IDECグループが培ってきた安全製品・シ
ステムを軸に、協働ロボットを組み合わせた最
適な協調安全ロボットシステムをご提案し、さ
まざまな現場の生産性向上のサポートをして
まいります。

前年同期比

9.3％減
前年同期比

0.1％増
前年同期比

9.2％減
前年同期比

14.6％増
前年同期比

4.5％減

Pick
Up！

　ロボット大賞を受賞した、スリーポジションイネーブル装置

IDECファクトリーソリューションズ株式会社
代表取締役社長　武仲清貴

※その他の地域の数値は除く

製品別
売上高
比率

地域別
売上高
比率

上期 （百万円）通期

協調ロボットシステム導入イメージ

ロボット

リスクアセスメントからの
トータル提案で、安全性と
生産性を両立するシステム
をご評価いただきました！

※この取り組みは、経済産業省が公募している2016年度
「ロボット導入実証事業」として採択されました。
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2016/3

24,055

2017/3

22,300
（予想）

12,313 11,172
2016/3

6,191

2017/3

6,150
（予想）

2,996 3,000
2016/3

5,341

2017/3

4,900
（予想）

2,660 2,416
2016/3

1,652

2017/3

1,850
（予想）

760 870
2016/3

6,226

2017/3

5,800
（予想）

2,930 2,798

日 本

11,172百万円 3,000百万円 2,416百万円 870百万円 2,798百万円

2,488百万円
前年同期比

19.4％減

日本
64.3％

制御機器製品
55.2％

制御装置および
FAシステム製品
14.8％

制御用
周辺機器製品
11.9％

防爆・防災
関連機器製品
4.3％

その他の製品
13.8％

北米
12.3％

欧州
3.8％

アジア・パシフィック
19.3％北 米

1.7％減

774百万円
前年同期比欧 州

3,908百万円
前年同期比

8.5％減
アジア・パシフィック

21.2％減

人とロボットが安全に協働作業できるシステムが評価されました。

IDECの製品が「第7回ロボット大賞」を受賞！

コンビニ弁当の盛り付け作業を行う協調ロボットシステム

　IDECの「人‐ロボット協調安全用 スリーポジションイネーブル装置」が、
第7回ロボット大賞を受賞しました。
　IDECでは、ロボット操作における人の安全装置として、1997年からス
リーポジションイネーブル装置の技術開発と製品化を開始し、日本発での
国際規格づくりにも成功しました。発売以来、累計で250万台出荷してい
ますが、ロボット革命が提唱された2013年から需要が急速に伸び、直近
の3年間だけで約100万台出荷するなど、人・ロボット協調における重要
な安全装置として認識されています。

　IDECファクトリーソリューションズでは、人とともに働くことができ、安全
柵なしで設置可能な「協働ロボット」のシステムをご提供しています。今回、
「ざるそば」などのコンビニ向けチルド麺製品を製造する株式会社ニッセー
デリカ様に、ユニバーサルロボット社の協働ロボットを使用した、協調ロボッ
トシステムをご採用いただきました。
　食品業界では、慢性的な人手不足解消や品質確保、生産性向上などが長
年の課題となっています。今回ご採用いただいたチルド麺盛り付け工程で
は、今まで人の手で全ての作業を行っていましたが、協調ロボットシステム
を導入いただくことで、人の作業とロボットの作業を切り分け、人とロボット
が同じラインで協働しながら作業することができます。ロボットは移動でき
るため、状況に応じた柔軟な対応が可能となり、人手不足の解消や生産性
向上、コスト削減などの効果が期待できます。
　IDECファクトリーソリューションズでは、協
調安全ロボットテクニカルセンター(愛知県一
宮市)を開設し、協働ロボットのデモ展示や安
全セミナーなどを行っています。今後も、創業
以来IDECグループが培ってきた安全製品・シ
ステムを軸に、協働ロボットを組み合わせた最
適な協調安全ロボットシステムをご提案し、さ
まざまな現場の生産性向上のサポートをして
まいります。

前年同期比

9.3％減
前年同期比

0.1％増
前年同期比

9.2％減
前年同期比

14.6％増
前年同期比

4.5％減

Pick
Up！

　ロボット大賞を受賞した、スリーポジションイネーブル装置

IDECファクトリーソリューションズ株式会社
代表取締役社長　武仲清貴

※その他の地域の数値は除く

製品別
売上高
比率

地域別
売上高
比率

上期 （百万円）通期

協調ロボットシステム導入イメージ

ロボット

リスクアセスメントからの
トータル提案で、安全性と
生産性を両立するシステム
をご評価いただきました！

※この取り組みは、経済産業省が公募している2016年度
「ロボット導入実証事業」として採択されました。

98,598,5
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第70期  株主通信

株主メモ

事 業 年 度 毎年4月1日から翌年3月31日までの1年
配当金受領株主 期末配当金 3月31日 
確定日 中間配当金 9月30日
株主名簿管理人  三井住友信託銀行株式会社 
事務取扱場所 証券代行部
お問い合わせ先 　　0120-782-031
 （受付時間 9:00～17:00 土日祝日を除く）
公 告 の 方 法   電子公告により行います。
 http://jp.idec.com/ja/aboutIDEC/ir/stockholder_info
 ただし、電子公告によることができない事故その他のやむを得
 ない事由が生じた場合は、 日本経済新聞に掲載します。

〒532-0004 大阪市淀川区西宮原2丁目6番64号 
TEL: 06-6398-2500（代表） http://jp.idec.com

第2四半期連結累計期間
（2016年4月1日～2016年9月30日）

証券コード 6652 2016/3

上期

43,468

2017/3

41,000
20,257百万円

売上高

※親会社株主に帰属する四半期純利益

財務ハイライト

前年同期比

6.5％減

（百万円）通期
中間配当金（円）

【配当金の推移】
1株当たり中間配当金

連結配当性向（％）期末配当金（円）

前年同期比

4.1％減

前年同期比

12.9％減

2016/3

3,176

2017/3

3,200

1,502百万円
営業利益

2016/3

1,708

2017/3

2,050

（予想）

（予想）

（予想）891百万円
四半期純利益※

21,661 20,257
2016/3

36

2017/3

36
（予想）

（円）
40

30

20

10

0

18

53.1

18円

（予想）

18

18

63.7

2015/3

35

15

20

50.5

2014/3

30

15

15

61.0

2013/3

30

15

15

49.2

18

1,566 1,502

1,023 891

　また、昨今の為替環境の変動を踏まえ、下期の想定
レートを1米ドル110円から100円に見直したことなどに
より、通期予想を引き下げ、売上高410億円（前期比
5.7％減）、営業利益32億円（前期比0.7％増）、当期純利
益20億5千万円（前期比20.0％増）に修正しました。

　為替情勢など厳しい状況が続いておりますが、IDECグ
ループは全社一丸となって目標達成に向けて取り組んで
まいりますので、株主の皆さまにおかれましては、より一
層のご支援とご協力を賜りますようお願い申しあげます。

配当金の推移と配当性向

Shareholder Relations

ユニバーサルデザイン（UD）の
考え方に基づき、より多くの人に
見やすく読みまちがえにくいデザ
インの文字を採用しています。

　IDECでは、株主さまに対する安定的な配当の維持ならびに適
正な利益の還元を実施することを、経営の最重要施策の一つと認
識しています。こういった方針を踏まえ、当期の1株当たり中間配
当金は18円としております。
　今後も、株主の皆さまへの利益還元を重視したうえで、業績や
外部環境などの変化に対応した機動的な配当政策を実施してま
いります。

●株主さまの住所変更、買取・買増請求その他各種お手続きにつきましては、原則、口座を開設
されている口座管理機関(証券会社等)にお問い合わせください。

代表取締役会長兼社長

Top Message

　当第2四半期連結累計期間（上期）の売上高は、円高
によるマイナス影響が大きく、202億5千7百万円（前年
同期比6.5％減）となりました。
　営業利益は、一般管理費の削減などを進めたものの、
減収の影響から15億2百万円（前年同期比4.1％減）、四
半期純利益は為替差損の計上などにより8億9千1百万
円（前年同期比12.9％減）となりました。

株主の皆さまへ

使用許諾番号 No.00135

この製品の印刷における電気
の100%は、グリーン電力で
賄われています。
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